
エンゲージ
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定義や重要性を
徹底解説！
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従業員エンゲージメントとは
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従業員エンゲージメントとは、「企業が目指す姿や方向性を従業員が理解・共感し、その達成に向けて自発的な貢献意欲

を持って主体的に業務に取り組めている状態」です。

出典：Wevox「Engagement_Book」、経済産業省「持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研究会報告書　～  人材版伊藤レポート  ～ 」よりコトラ作成

定義

効果

エンゲージメント

企業が目指す姿や方向性を従業員が理解・共感し、そ
の達成に向けて自発的な貢献意欲を持って主体的に
業務に取り組めている状態

従業員の生産性や離職率、業績等との関係が複数の
研究で証明されている

従業員満足

従業員が組織や仕事内容、職場の物理的環境や人間
関係等にどのくらい満足しているか

満足度の向上によって従業員の意欲が高まるとは限ら
ず（例：福利厚生に満足しているだけ）、従業員の生産
性や業績等との関係は明確ではない

➢ 生産性や離職率、業績等との関係性も示されているため、多くの企業が組織指標として導入しています。
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人的資本経営の実践と従業員エンゲージメント
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従業員エンゲージメントを定量的に測定し、課題を分析した上で打ち手を実施することは、人的資本経営を実践する上で

最も重要なポイントの一つです。

出典：経済産業省「持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研究会報告書　～  人材版伊藤レポート  ～ 」

人的資本経営の重要ポイント

1

2

3

経営戦略に連動した動的な人材ポートフォリオに基づいて、
質・量ともに十分な人材を確保できているか

人材がエンゲージメント高く働いているか

これらを定量的に把握し、目標と現状の差分に
打ち手を実施しているか
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補足：エンゲージメントと各種指標との関係性
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複数の研究で、エンゲージメントスコアが高いほど、離職率が低く、労働生産性やROE、ROIC、PBRが高く、株価も上昇

することが示唆されています。

出典：リンクアンドモチベーション「「従業員エンゲージメントと
投資指標の関係性」に関する調査結果を公開」

出典：リンクアンドモチベーション「「エンゲージメントと企業業績」に関す
る研究結果を公開」

出典：アトラエ「エンゲージメントの高い企業では株価も上昇！エンゲージメントと株
価の関係について一橋大学大学院  野間幹晴教授と共同研究」
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補足：投資家は従業員エンゲージメントを重視
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出典：三井化学株式会社「 2023年7月 ESG説明会  質疑応答要旨」

出典：伊藤忠商事株式会社「 2022年5月 サステナビリティ説明会  質疑応答議事録」

出典：アサヒグループホールディングス株式会社
「6月30日 戦略説明会（サステナビリティ・ DX）　主な質疑応答」

出典：株式会社電通グループ「 ESG説明会2024 質疑応答」

企業のIR説明会にて、投資家よりエンゲージメントのスコアや向上施策について質問がなされることが増えています。
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補足： ISO 30414におけるエンゲージメント
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2025年春の公開が予定されているISO 30414の第二版において、エンゲージメントは必須指標として、大企業・中小企業

ともに、社内だけでなく社外への開示も要求されることが見込まれています。

出典：HCプロデュース「 11項目と58指標で構成される人的資本のガイドライン」 出典：ISO/DIS 30414

初版：大企業・中小企業とも内部開示指標 改訂版：必須指標として大企業・中小企業とも内部・外部開示指標



コトラの従業員エンゲージメント向上サービスとは２
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コトラの従業員エンゲージメント向上サービスとは
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サーベイを実施して、従業員エンゲージメントの現状を可視化し、改善施策の立案・実行を行います。

また、従業員エンゲージメントの測定・改善に留まらず、人的資本経営の高度化まで一気通貫して伴走支援いたします。

Asis
現状の可視化

Tobe
人的資本経営

の高度化

改善施策

改善施策

改善施策
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よくある課題
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自社でエンゲージメントサーベイを実施し、組織改善に取り組むにあたっては以下のような課題が発生します。

サーベイの効果的な

設計・回収・分析に不安がある

社内で実施する場合、従業員が回答データの取扱
いに不安を感じて正直に回答せず、実態と異なる
結果が集まることがあります。
また、バイアスの影響やリソース不足によって、効
果的な分析ができないこともあります。

課題の可視化や効果的な打ち手の

立案、実施に不安がある

エンゲージメントの課題は抽象的かつ広範な
分野にまたがることが多く、課題を可視化して
効果的な打ち手を立案し、実効することは容
易ではありません。

エンゲージメントサーベイの

設計・配信にかかる負担が大きい

従業員データの収集や整形、サーベイの作成
orツールの設定、配信前の従業員向けアナウ
ンス、配信時のリマインドなど、エンゲージメン
トサーベイの実施にあたっては事務局に大きな
負担がかかります。
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効果
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コトラのリソースとノウハウを活用して、企業様の負担を軽減し、効果的なサーベイの配信・分析を実施します。

また、経営戦略・人材戦略の達成を見据えた打ち手の立案・実施まで一気通貫して伴走支援いたします。

エンゲージメントサーベイの

効果的な設計・回収・分析

第三者機関として客観性を持ってサーベイの
設定、回収、分析を実施し、表面的なスコアに
表れない本質的な課題を可視化します。

「取って終わり」にしない、

経営戦略・人材戦略の達成に向けた

施策の立案・実施

サーベイを「取って終わり」にせず、経営戦
略・人材戦略の達成を見据えた施策の立案
・実行まで一気通貫して伴走支援いたしま
す。

エンゲージメントサーベイの

設定・配信に伴う工数の削減

エンゲージメントサーベイの実施にあたって工
数がかかる、従業員データの整形やサーベイ
の設計、ツールの設定、配信前の従業員向け
アナウンス、配信時のリマインドなどの対応支
援をいたします。
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補足：サーベイツールについて
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目的に合わせて、(1)貴社向けにオリジナルなサーベイを設計するプランと、(2)既存のクラウドツールを利用するプランの

2つをご用意しております。

オリジナル
サーベイ

既存の
クラウドツール

● 貴社固有の課題やニーズにフォーカスし

た設問設計が可能

● 特定のテーマを深掘りした、精度の高い

インサイトを得ることが可能

● 設問を限定することで、従業員へのメッ

セージング効果が高まる

● 人的コストを抑えつつ、迅速に導入するこ

とが可能

● 標準的な設問によって、網羅的に現状把

握を行うことが可能

● 洗練されたUIや、分析、他社比較機能な

ど高度な機能が備わっている

※ 「Wevox」を利用します



事例2
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事例1：中堅社員の離職率低下
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業種：製造業

従業員数： 200名

サービス内容： エンゲージメントサーベイの配信設定から実施、結果の分析と報告、課題に対する施策の立案・実施

● 中堅社員の離職が増加傾向にある。エンゲージメントサー

ベイを通じて課題を可視化して対策を実施したい。

● 一方で、エンゲージメントサーベイの実施、課題の可視

化、打ち手の立案・実行にかかるリソースやノウハウが不

足している。

企業様の課題

● 主任、係長層のエンゲージメントが低いことを可視化。定

性コメントと掛け合わせた分析により、事業やサービスへ

の誇りの低さ、自身の能力への不安感が主要な課題であ

ることを特定。

● 振り返りワークショップの実施、製造品の利用現場を視察

する企画やメンター制の導入、教育カリキュラムを整備。

● 1年後に再度実施したサーベイでは総合スコアが ”3”向上

し、同年の離職率も8%低下。

効果



ご料金3
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ご料金：オリジナルサーベイプラン

オプション

課題に対する打ち手の実施

ご相談

✔ 課題をもとにした打ち手の企画

✔ 打ち手の実施

15 

貴社オリジナルのサーベイを作成するプランの料金体系は、「基本料金300万円」＋「オプション料金」です。

※受検者数∼200人の場合

基本料金

サーベイの配信から結果の分析まで

✔ サーベイの目的、スコープ、対象範囲、スケ

ジュール、分析方針等の設計

✔ サーベイの設計

✔ サーベイの配信配信、回収にかかる支援

✔ サーベイ結果の報告書の作成

通常価格

3,000,000円

特別キャンペーン中

特別価格

2,000,000円
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ご料金：クラウドツールプラン

オプション

課題に対する打ち手の実施

ご相談

✔ 課題をもとにした打ち手の企画

✔ 打ち手の実施

16 

既存のクラウドツールを利用するプランの料金体系は、「基本料金200万円」＋「オプション料金」です。

※受検者数∼200人の場合／ツール利用料は別途発生

基本料金

サーベイの配信から結果の分析まで

✔ サーベイの目的、スコープ、対象範囲、スケ

ジュール、追加設問、分析方針等の設計

✔ サーベイの配信設定、配信、回収にかかる支援

✔ サーベイ結果の報告書の作成

通常価格

2,000,000円

特別キャンペーン中

特別価格

1,500,000円
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アウトプットのイメージ
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プロジェクトの開始からサーベイの設計、配信、分析・報告まで、当社のリソースとノウハウを活用して総合的なサポートを提供しま

す。

ＳＡＭＰＬＥ 

ＳＡＭＰＬＥ 

プロジェクト開始

ＳＡＭＰＬＥ 

ＳＡＭＰＬＥ 

ＳＡＭＰＬＥ 

配信準備～配信

ＳＡＭＰＬＥ 

ＳＡＭＰＬＥ 

ＳＡＭＰＬＥ 

回収～分析・報告
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ワークショップ

サーベイの結果を各チームで振り返る

「フィードバックミーティング」の企画と実施のご支援

をいたします。

オプションのイメージ
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以下は一例です。優先度の高い課題から最適な打ち手の実行支援をさせていただきます。

人的資本開示

有価証券報告書や統合報告書における

効果的な開示をご支援いたします。

動的な人材ポートフォリオ作成

エンゲージメントとともに人的資本経営の

最重要項目である、動的な人材ポートフォリオの

作成をご支援いたします。

ISO 30414

人的資本の国際規格「ISO 30414」の
導入・認証取得をご支援をいたします。

価値観診断

「コトラ組織サーベイ」を利用して、組織や属性、「成績

優秀者」などの項目で「価値観」の傾向を可視化しま

す。

中途採用

リソース不足が課題な場合、

人材紹介のご支援をいたします。
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ご利用の流れ

お問い合わせ
まずは info_consulting@kotora.jpまでお問い合わせください。

ご相談内容を確認の上、担当者よりご連絡いたします。

ヒアリング お客様の現状や課題感を担当者よりヒアリングいたします。

ご提案 お客様の課題に対して最適なプランをご提案いたします。

ご契約・PJスタート
契約書のご締結をいただき、プロジェクトを開始いたします。
キックオフミーティングにて今後の進め方の確認をいたします。

19 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メンバー紹介
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人的資本経営に精通したメンバーがご支援いたします。
業界や業務を深く理解した人材が多い点がサービスの強みにつながっています。

東京大学経済学部経営学科卒。大手メーカー、通信事業者、IT企業など上場事業会社にて経営戦

略、事業企画、新規事業立ち上げ等の責任者を歴任。上場企業の取締役、CISOおよびISO事務

局を担当。コトラでは、人的資本経営のコンサルティングに従事。ISO30414リードコンサルタント。

ESG情報開示研究会、人的資本経営コンソーシアム、地方創生SDGs官民連携プラットフォーム会

員。

杉江 幸一郎

ディレクター

一橋大学経済学部卒。三菱銀行入行後、三菱UFJフィナンシャルグループ常務執行役員、三菱

UFJモルガン・スタンレー証券常務執行役員、ソニーファイナンシャルグループ上席執行役員等を

経てコトラに入社。常務執行役員を務める。

林 洋之

常務執行役員

神戸大学大学院経済学研究科卒。教育経済学を専攻。

コトラでは、ISO30414認証取得支援及び人的資本開示動向のリサーチ、人事データ分析・レポー

ト作成等に従事。

ISO30414リードコンサルタント。DX推進パスポート（G検定、データサイエンティスト検定、ITパス

ポート）、一種外務員資格取得者。

大西 裕也

コンサルタント
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お問い合わせ

21 

お問い合わせ・申し込み

www.kotora.co.jp

info@kotora.jp

03-6277-7050

株式会社コトラ

人的資本　コンサルティング

東京都港区麻布台1-3-1
麻布台ヒルズ森ＪＰタワー 11F


